地球環境とバイオマス
２００８年度試験　解答
すでにあがってる去年の試験問題の解答とその他のコメントを書きます。
まず、解答。問題番号の後ろの数字は、主に何回目の講義に基づいた問題かを示してます。

1 第１問・・・・６，７

カーボンニュートラルとは、バイオマスが吸収した炭素量と、バイオマスをエネルギーとして利用したときに排出した炭素量が等しいことをいう。カーボンニュートラルとすることの問題点は、大きくわけて以下の３つである。
まず、エネルギーとして利用したときに排出する二酸化炭素を早く確実に地中に戻すシステムが必要である。カーボンニュートラルといっても、大気中に二酸化炭素が長時間放置されている状態が続くと、化石燃料由来の二酸化炭素と同様に温室効果ガスとしてはたらいてしまう。
また、バイオマス燃料を作り出しても、製造や輸送の過程で化石燃料を利用できない。少しでも化石燃料を消費すれば、排出する二酸化炭素量が上まってしまう。
さらに、バイオマスを作るには土地を利用するため、食糧生産とバランスのとれた土地の確保が必要である。
（講義全体の核となる部分ですね。special thanks to Wikipedia）
2 第２問・・・・３

a,経済性、b,社会性、c,環境性の３条件のバランスが必要。例としては、

a・・・太陽電池はバイオマスを利用できるが、一般に乾電池より高価であり、市場競争で勝ち残れるか。

b・・・風力発電もバイオマスを利用するが、風力発電の風車が景観を損なうため、社会的に受容されるか。
c・・・バイオマスエタノールを作るためのサトウキビを植えるために、熱帯林を破壊することによって、生態系に影響を及ぼしはしないか。
（例は、結構いろいろあるはずです。もっといい例、募集中！）

第３問・・・・５

ⅰ、自然現象を理解できる。

ⅱ、省エネで環境調和型な反応である。（常温、常圧、触媒の生産、処理になる。これは現在効率が悪い。）

ⅲ、生体物質の変換に適している。特に糖類関連物質のデンプン質やブドウ糖など。これは化学工業ではできない。

ⅳ、基本的に小型、分散型、地域型、オンライト型である

（すみません、ノートそのまんまです。でも、他に書きようがないです。）

第４問・・・・９，１０

他のバイオマス資源と比べた特徴としては、長所は非食資源であり既存産業と競合もなく、山地の保全に役立つ。短所は間伐などに手間暇がかかり、植林から利用までに時間がかかる、運搬が容易ではない、など。
利用方法としては、建築材料、パルプや繊維にする、またはエネルギーとする。
森林木質バイオマスは、細かくすればするほど、単価が下がる（建材＞紙パルプ＞エネルギー）。若齢小径立木（要は細くて使いにくい木）の活用のしかたが課題。

（よくわかりません。８回目の講義のレジュメを参考にするといいかも。一番わかりにくい講義かつ一番やりにくい問題です。個人的にはパス推奨。）
第５問・・・・８

森林から木材搬出するためのパイプを太くする。そのために、日本の地形にあった搬出技術を確立する。つまり、林業機械の開発と、収穫した木材を集積所まで搬送できるシステムを構築するべき。
また、森林組合が大型の木材集積地と製材工場を持つことが必要。そして、山元と消費者の双方へ利益を与えられるような組織をつくり、木材バイオマス利用の高付加価値化につながるような、産業コンプレックスを連携させることも必要である。

（ビジネス事業として成立させる、地域住民に恩恵を与える、環境適合性がある、の３点が大事です。もちろん、すべてレジュメからの受け売りです。）
第６問・・・・４

定義・・・あるエネルギーから理論的、可逆的に取り出せる最大の力学的エネルギー。

性質・・・実質の利用可能なエネルギー分を表す。

使われ方の事例・・・ニクロム線に電流を流して、お湯を沸かすとする。このとき、電気エネルギーはすべて熱エネルギーに変換される。しかしこの場合、利用できるエネルギー分は減っている。つまり、（電気エクセルギ）＞（熱エクセルギ）であるため、エネルギーの価値は下がっている。

（４回目の講義はエクセルギに尽きます。理科が苦手でも定義だけはおさえておきましょう。たぶん、この講義からはエクセルギ以外の内容から問題は出ないと思います。僕は出たらあきらめます。この中では一番やりやすい問題かも。今年も同じようなの出るかも。）

第７問・・・・２

２０世紀の耕地生態系は、物質循環については開放系であり、エネルギー多投入型。持続的農業を確立するためには、エネルギー投入を抑える必要がある。特に資源作物や飼料作物については、エネルギー低投入栽培が必須。

（むずいっす。バイオエタノールにからめて答えるべきなのか？パスしたいよー。）

第８問・・・・１

（１）直接混合
バイオエタノールを加工せず、ガソリンと直接混ぜること。長所としては、バイオエタノールの混合量を調節しやすい。課題としては、エタノールが水と結びつき、ゴム、プラスチック、アルミニウムなどを腐食させてしまうため、長時間の保持ができない（さっさと売り、さっさと使う必要がある）。
（２）ETBE混合
バイオエタノールをイソブテンと反応させたものがETBE。これとガソリンを混ぜること。長所としては、不揮発性なので光化学スモッグの発生に影響を与えない。また、水と混じらないため、腐食の心配がない。課題としては、混合率の調節が困難。また、人体への影響が未知であり、危険がある可能性は残っている。

（どちらかというと、（２）が最近では支持されているのかな？地域分散型の小規模生産には（１）が向いていて、大量生産して広範囲で利用するには（２）が向いています。この問題もやりやすい方だと思います。）
解答は以上です。で、今年なんですが、９題中４題を選ぶ形式だそうです。つまり、１人の教員が１問を出題するってことになるはずです。あっれー、去年より１題多いですよね。１１回目の講義の分の問題が去年は出てないのです。その１１回目の講義で出題されそうなところは、レジュメの４、１１、１３、１４ページ目です（特に４ページ目は教員がめっちゃ強調してた）。僕は他の部分から出たらあきらめます。
あと、レジュメなくてコピーしたいって人は遠慮なくどうぞ。
たいしたものが書けなくてすみません。シケタイがこんなんなんで、みなさん自信もってください。不備、質問などあれば、お答えします。なるべく。

以上です。皆さん、なんとか乗り切りましょうね！

保坂
